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渓谷トンネルに
　　　　響き渡る竹の音

　8月5日（士）、清津峡渓谷トンネル内で、清

津峡小学校樽ばやし育成会、芦ヶ崎小学校龍

神太鼓の皆さんを交え、r岩崎永人竹の楽団ラ

イブ」が行なわれ、トンネル内に勇壮な太鼓

の音と竹の乾いた音が響き渡っていました。

・第24回中里村民体育祭…②～③
●話題出来事なかさとウォッチング………④～⑤

●大地の芸術祭開幕！・………………・・……………⑦

●国民健康保険税が決まりました……………⑧～◎

●農村地域生活アドバイザーだより………………⑩
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●カレンダー………’………●●●……………●…●●…●⑭

N・A・K・A・SgA・T・O



＜
入
っ
て
ち
ょ
う
だ
い

　　難
　慧羅　灘灘獲懸

矧
羅灘
難

　　・“、辱・

　
7
月
2
3
日
㈲
、
中
璽
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
璽
回
中
里
村
民
体
育
祭

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
各
種
競
技
に
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
各
チ
ー
ム
趣
向
を
凝
ら
し

た
応
援
で
選
手
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
式
前
に
第
留

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選

手
権
大
会
に
出
場
し
た
商
井
雅
史
く

ん
（
田
中
）
と
平
成
n
年
度
全
国
定

時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会
に
出
場

し
た
阿
部
圭
介
く
ん
（
新
屋
敷
）
が

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
競
技
者
と
し
て
、
斎

喜
中
里
村
体
育
協
会
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▲第5チーム応援団、あなたは誰？

＜
第
ー
チ
ー
ム
応
援
団

》
第
2
チ
ー
ム
応
援
団

『羅饗響

薄
〈
第
6
チ
ー
ム
応
援
団

菌

縫

欝警薮撫

－
騨

レ
第
4
チ
ー
ム

　
　
　
鈴
木
さ
ん
の
選
手
宣
誓

〈
第
4
チ
ト
ム
応
援
団

鑓
》
第
3
チ
ー
ム
応
援
団
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曝
、
’

レ
そ
れ
跳
べ

鞭蜜

65432優位位位位位勝

第
5
チ
ー
ム

第
6
チ
ー
ム

第
3
チ
ー
ム

第
4
チ
ー
ム

第
2
チ
ー
ム

第
ー
チ
ー
ム

9
2
9
占
糠

　
　
　
’

9
1
7
点

　
　
　
’

8
4
9
占
嚇

　
　
　
’

7
7
7
点

　
　
　
’

6
4
6
点

5
3
6
占
糖

　
　
　
’

》
優
勝
旗
は
第
5
チ
ー
ム
ヘ

▲表彰を受ける阿部さんと高井さん

ぐ
釣
れ
た
ノ

鱗

、
レ
そ
れ
引
け

論
獺
　
．

ぜ
蔑

導

灘

▲リズムを合わせて1・2・1・2……

，
轟
鑑

撫
鍵

鎌
遡

ぐ
大
勢
の
幼
児
が
走
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
♪
．
羅
　
灘
罪
曇
糞

鋤懸凝

・

灘
漏
翻
、

難
羅
．

纏
懸．

、
＞▲

村
民
大
リ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
ノ
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懲

雛

鶴
勲
愚
轟
．

轍
驚
繋
労
諜
．
撚

講
§
ー
人
形
を
使
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌
肺
蘇
生
法
を
錘
繊
－

　
7
月
1
1
日
㈹
、
村
内
の
各
小
学
校

で
日
本
赤
十
字
救
急
法
短
期
講
習
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
倉
俣
小
学
校
で
は
、
P
T
A
環
境

部
主
催
で
講
習
会
が
行
な
わ
れ
、
村

山
日
本
赤
十
字
救
急
法
指
導
員
の
指

導
の
も
と
、
全
校
児
童
・
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

》
ダ
ミ
ー
人
形
で
体
験

轟

　
　
　
　
鰯

欝
鱗

　
謬

　
「
救
急
法
は
、
事
故
に

遭
っ
た
人
を
助
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
自
分
が

事
故
に
遭
っ
た
り
ケ
ガ
を

し
な
い
こ
と
が
本
当
の
目

的
で
す
。
」
、
「
火
傷
を
し
た

ら
痛
み
が
無
く
な
る
ま
で

水
で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。
」
、

「
貧
血
で
倒
れ
た
人
が
い

た
ら
、
ボ
タ
ン
を
緩
め
涼

し
い
所
で
手
足
を
高
く
し

て
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
」

な
ど
と
、
救
急
法
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
二
人
一

組
に
な
っ
て
心
肺
蘇
生
法

　
7
月
1
8
日
㈹
、
中
里
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
脇
に
制
作
さ
れ
た
大
地
の
芸

術
祭
作
品
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
イ
ル

ソ
ン
作
「
日
本
に
向
け
て
北
を
定
め

　
の
　
　
ノ
　
　
　

よ
74
3
3
2
2
」
）
の
贈
呈
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
作
品
制
作
に
携
わ
っ
た
前
田
建
設

羅
■

の
実
技
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ダ
ミ
i
人
形
を
使
っ
て
実
際
に
人
工

呼
吸
や
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
す
る

な
ど
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
熱
心

に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　
桑
原
P
T
A
会
長
は
「
夏
休
み
も

間
近
に
な
り
、
プ
ー
ル
監
視
も
始
ま

る
の
で
、
今
回
の
講
習
が
い
ざ
と
い

う
時
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
い
い
で

す
ね
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲子ども達も真剣に聞いていました

か
ら
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管

理
者
本
田
十
日
町
市
長
へ
目
録
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
ア
ー
テ
イ
ス
ト
の
リ

チ
ヤ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
か
ら
、
「
イ

ギ
リ
ス
の
自
宅
を
角
度
を
変
え
ず
に

日
本
に
平
行
移
動
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
作
品
は
強
く
で
き
て
い
て
、
洗

練
さ
れ
、
動
き
を
も
っ
て
い
ま
す
。

多
分
皆
さ
ん
の
関
心
を
引
き
つ
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
」
と
作
品
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
里
中
学
校
視
聴
覚
室

に
移
動
し
、
3
年
生
に
前
田
建
設
会

長
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
の
特
別
講
義
が

▲里中での特別講義

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
コ
番
勉
強
し
た

こ
と
は
事
前
の
努
力
で
あ
る
。
ど
ん

な
に
努
力
し
て
も
報
い
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
、
続
け
る
こ
と

〉
作
品
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影

に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
出

て
く
る
。
」
と
前
田
会
長
は

話
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は

制
作
し
た
数
々
の
作
品
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が

ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
生
徒
を
代
表
し

高
橋
麻
美
さ
ん
が
、
「
話
を

聞
い
て
、
芸
術
と
い
う
も

の
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い

作
品
を
作
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
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7
月
2
7
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
で
新
潟

県
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
が
行
な
わ

れ
、
選
手
達
は
仲
間
達
の
応
援
を
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
藁

懸

　
叢難

、
楓
羅
麟
聯

㌦静

▲ゴール間近

　
7
月
2
0
日
㈲
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

で
「
第
4
回
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
中
里
芸
能
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
唄
や
踊
り
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
祭

り
の
最
後
に
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
も
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬

店
も
多
く
立
ち
並
び
、
生
ビ
ー
ル
や

焼
き
そ
ば
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
で
、

に
、
白
い
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
保
護
者

の
方
も
大
勢
駆
け
つ
け
、
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
5
年
生
男
子
【
5
0
m
自
由
形
】
①
島
田

直
弥
（
倉
俣
）
4
7
秒
0
②
桐
生
直
樹
（
貝

野
）
4
7
秒
5
③
樋
口
達
也
（
高
道
山
）
47

秒
9
【
1
0
0
m
自
由
形
】
①
吉
楽
匡
紀

（
貝
野
）
1
分
2
9
秒
3
葡
②
島
田
直
弥
（
倉

俣
）
1
分
4
9
秒
2
③
桐
生
直
樹
（
貝
野
）

1
分
5
5
秒
3
【
5
0
m
平
泳
ぎ
】
①
吉
楽
匡

紀
（
貝
野
）
52
秒
3
②
山
田
優
樹
（
高
道

山
）
5
8
秒
2
③
樋
口
達
也
（
高
道
山
）
59

秒
2
【
1
0
0
m
平
泳
ぎ
】
①
山
田
優
樹

（
高
道
山
）
2
分
5
秒
1
②
藤
ノ
木
修
（
清

津
峡
）
2
分
7
秒
3
③
桑
原
智
（
清
津
峡
）

2
分
9
秒
6
【
5
0
m
背
泳
ぎ
】
①
服
部
周

（
田
沢
）
57
秒
4
②
樋
口
陽
平
（
高
道
山
）

1
分
4
秒
1
③
鷹
巣
倫
（
貝
野
）
1
分
1
0

秒
0
【
1
0
0
m
背
泳
ぎ
】
①
服
部
周
（
田

沢
）
2
分
1
2
秒
9
【
50
m
バ
タ
フ
ラ
イ
】

　
　
　
　
　
　
　
　
．
羅

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

糀雛襲舞鵜漿灘聾羅鱗轟灘微羅雛雛微一鵬羅
▲お客さんも加わり、からす踊り

①
南
雲
佑
介
（
目
ハ
野
）
5
8
秒
8
②
阿
部
那

由
多
（
貝
野
）
5
9
秒
1
③
服
部
光
（
田
沢
）

59

秒
5
【
1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】
①

服
部
光
（
田
沢
）
2
分
5
秒
2
②
南
雲
佑

介
（
貝
野
）
2
分
14
秒
5
◆
5
年
生
女
子

【
5
0
m
自
由
形
】
①
根
津
美
由
季
（
倉
俣
）

41

秒
9
②
富
井
菜
月
（
田
沢
）
4
3
秒
1
③

村
山
絵
里
（
田
沢
）
4
4
秒
3
【
1
0
0
m

自
由
形
】
①
根
津
美
由
季
（
倉
俣
）
1
分

43

秒
7
②
大
口
貴
子
（
田
沢
）
1
分
52
秒

0
③
根
津
舞
子
（
田
沢
）
1
分
54
秒
2
【
5
0

m
平
泳
ぎ
】
①
高
野
真
奈
美
（
田
沢
）
50

秒
3
②
瀧
澤
ち
な
み
（
倉
俣
）
5
5
秒
8
③

島
田
真
菜
美
（
倉
俣
）
1
分
1
秒
5
【
1

0
0
m
平
泳
ぎ
】
①
高
野
真
奈
美
（
田
沢
）

1
分
52
秒
6
②
根
津
舞
子
（
田
沢
）
2
分

れ
秒
3
③
桑
原
麻
葉
（
田
沢
）
2
分
11
秒

7
【
5
0
m
背
泳
ぎ
】
①
樋
口
倫
子
（
田
沢
）

55

秒
4
②
富
井
菜
月
（
田
沢
）
57
秒
9
③

石
沢
祥
子
（
田
沢
）
1
分
0
秒
4
【
1
0

0
m
背
泳
ぎ
】
①
樋
口
倫
子
（
田
沢
）
2

分
2
1
秒
6
②
山
田
は
る
か
（
貝
野
）
2
分

31

秒
8
【
5
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
】
①
桐
生
聡

美
（
貝
野
）
56
秒
1
②
瀧
澤
ち
な
み
（
倉

俣
）
1
分
5
秒
1
③
鈴
木
智
絵
（
倉
俣
）

1
分
5
秒
6
【
1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
桐
生
聡
美
（
貝
野
）
2
分
3
秒
5
◆
6

年
生
男
子
【
5
0
m
自
由
形
】
①
藤
ノ
木
涼

太
（
清
津
峡
）
3
8
秒
3
②
林
大
（
貝
野
）

38

秒
8
③
山
本
稔
（
清
津
峡
）
4
2
秒
4
【
1

0
0
m
自
由
形
】
①
藤
ノ
木
涼
太
（
清
津

峡
）
1
分
31
秒
7
②
林
大
（
貝
野
）
1
分

33

秒
5
③
高
橋
一
誠
（
田
沢
）
1
分
4
3
秒

7
【
5
0
m
平
泳
ぎ
】
①
南
雲
翔
（
貝
野
）

49

秒
7
②
高
橋
一
誠
（
田
沢
）
54
秒
6
③

富
井
貴
英
（
田
沢
）
5
6
秒
3
【
1
0
0
m

平
泳
ぎ
】
①
藤
ノ
木
涼
太
（
清
津
峡
）
1

分
51
秒
4
②
南
雲
翔
（
貝
野
）
1
分
51
秒

7
③
山
本
健
太
（
清
津
峡
）
1
分
5
5
秒
1

【
5
0
m
背
泳
ぎ
】
①
吉
楽
隆
太
（
貝
野
）
51

秒
0
②
根
津
俊
｝
（
倉
俣
）
56
秒
0
③
山

本
健
太
（
清
津
峡
）
56
秒
2
【
1
0
0
m

背
泳
ぎ
】
①
中
島
有
基
（
貝
野
）
1
分
4
1

秒
5
②
高
橋
一
誠
（
田
沢
）
2
分
2
5
秒
3

【
50
m
バ
タ
フ
ラ
イ
】
①
中
島
有
基
（
貝
野
）

44

秒
5
②
上
原
寛
喜
（
田
沢
）
56
秒
2
③

樋
口
大
介
（
田
沢
）
1
分
2
秒
0
【
1
0

0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】
①
中
島
有
基
（
貝

野
）
1
分
3
0
秒
9
②
吉
楽
隆
太
（
貝
野
）

1
分
52
秒
4
③
山
本
健
太
（
清
津
峡
）
1

分
57
秒
5
【
2
0
0
m
リ
レ
ー
】
①
貝
野

2
分
3
8
秒
2
②
清
津
峡
2
分
58
秒
7
③
田

沢
3
分
8
秒
9
④
高
道
山
3
分
2
7
秒
1
⑤

倉
俣
3
分
36
秒
4
【
2
0
0
m
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
】
①
貝
野
3
分
8
秒
5
②
田
沢
3

分
3
9
秒
3
③
倉
俣
4
分
1
3
秒
1
◆
6
年
生

女
子
【
50
m
自
由
形
】
①
大
島
奈
穂
美
（
倉

俣
）
4
1
秒
0
②
富
井
奈
央
（
田
沢
）
4
2
秒

3
③
村
山
菜
美
（
田
沢
）
4
3
秒
7
【
1
0

0
m
自
由
形
】
①
吉
楽
美
里
（
田
沢
）
1

分
3
8
秒
2
②
南
雲
友
美
（
貝
野
）
1
分
53

秒
1
③
山
本
有
貴
（
田
沢
）
2
分
1
秒
0

【
5
0
m
平
泳
ぎ
】
①
南
雲
美
佳
（
田
沢
）
5
3

秒
4
②
竹
藤
沙
弥
香
（
田
沢
）
54
秒
8
③

鈴
木
絵
里
香
（
倉
俣
）
5
5
秒
1
【
1
0
0

m
平
泳
ぎ
】
①
南
雲
美
佳
（
田
沢
）
1
分

59

秒
3
②
江
口
歩
美
（
田
沢
）
2
分
0
秒

8
③
鈴
木
絵
里
香
（
倉
俣
）
2
分
5
秒
4

【
5
0
m
背
泳
ぎ
】
①
井
ノ
川
美
里
（
貝
野
）

51

秒
4
②
高
野
麻
衣
（
田
沢
）
1
分
5
秒

7
③
村
山
菜
美
（
田
沢
）
1
分
1
1
秒
O
【
1

0
0
m
背
泳
ぎ
】
①
井
ノ
川
美
里
（
目
ハ
野
）

1
分
51
秒
1
②
吉
楽
美
里
（
田
沢
）
2
分

0
秒
2
【
5
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
】
①
富
井
奈

央
（
田
沢
）
54
秒
2
②
高
野
麻
衣
（
田
沢
）

1
分
1
1
秒
3
【
1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
吉
楽
美
里
（
田
沢
）
1
分
4
5
秒
6
②
富

井
奈
央
（
田
沢
）
1
分
4
5
秒
7
③
山
本
有

貴
（
田
沢
）
2
分
3
秒
6
【
2
0
0
m
リ

レ
ー
】
①
田
沢
2
分
57
秒
0
②
貝
野
3
分

招
秒
0
③
倉
俣
3
分
1
6
秒
4
④
高
道
山
・

清
津
峡
3
分
3
9
秒
1
【
2
0
0
m
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
】
①
田
沢
3
分
1
7
秒
8
②
貝
野

3
分
3
8
秒
7
③
倉
俣
3
分
5
0
秒
0

※
葡
と
あ
る
の
は
大
会
新
記
録

　
7
月
1
6
日
㈲
、
田
代
七
ツ
釜
公
園

で
七
ツ
釜
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
滝
つ
ぼ
か
ら
水
を
汲
み
祭
壇
に
供

え
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
を
願
う
「
水

取
り
神
事
」
か
ら
始
ま
り
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
、
神
楽
の
上
演
、
魚
の
つ

か
み
取
り
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン

教
室
で
は
、
子
ど
も
達
が
ス
テ
ー
ジ

の
前
に
集
ま
り
、
風
船
で
か
わ
い
い

プ
ー
ド
ル
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
山
菜
汁
や
山
菜
お
こ
わ
、

カ
ジ
カ
で
作
っ
た
七
ツ
釜
深
山
酒
な

ど
も
用
意
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。▲バルーン教室、上手にプードルができたかな？

平成12年8月10日広報なかさと5



’
懸
朦
夢
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
逃
醗

　
7
月
1
6
日
㈲
、
十
日
町
地
区
支
会
第
2
8
回
ポ
ン

プ
操
法
競
技
会
が
十
日
町
生
鮮
食
品
㈱
駐
車
場
で

行
な
わ
れ
、
各
地
区
の
代
表
チ
ー
ム
が
操
法
の
技

灘
轡

▲すばらしい操法を行なった小原チーム

鑓
難
路
を

　
　
鯉
イ
フ
ラ
イ
灘
繕

　
7
月
1
7
日
㈲
、
市
之
越
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
県

営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
「
清
津
川
右
岸
地
区

工
事
安
全
祈
願
祭
」
が
行
な
わ
れ
、
関
係
者
に
よ

る
鍬
入
れ
、
玉
串
奉
奥
な
ど
で
工
事
の
安
全
を
祈

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
事
は
、
昭
和
41
年
か
ら
4
8
年
に
農
地

開
発
事
業
で
造
成
し
た
市
之
越
・
如
来
寺
・
上
山

の
原
、
2
0
0
㎞
の
用
水
路
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

術
を
競
い
ま
し
た
。

　
競
技
会
に
は
十
日
町
市
（
2
チ
ー
ム
）
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
の
計
7

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
里
村
消
防
団
代
表

で
出
場
し
た
小
原
チ
ー
ム
は
、
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
素
晴
ら
し
い
操
法
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
勝
　
十
日
町
市
消
防
団
（
稲
葉
）

◆
2
位
　
中
里
村
消
防
団
（
小
原
）

◆
3
位
　
松
代
町
消
防
団
（
蓬
平
）

　
　
　
　
　
　
犠
鞭
雛

　
　
　
　
　
　
掃

　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
鷲

す
る
も
の
で
す
。
総
事
業
費
9
億
円
で
総
延
長
4
5
㎞
、

φ
7
5
～
4
0
0
㎜
の
塩
ビ
管
を
使
用
し
、
分
水
工

6
箇
所
、
減
圧
槽
が
2
1
箇
所
設
置
さ
れ
ま
す
。
平

成
1
2
年
度
は
53
・
7
㎞
の
工
事
（
第
1
次
工
事
大

村
建
設
、
第
2
次
工
事
三
高
土
木
、
第
3
次
工
事

星
野
建
設
）
が
行
な
わ
れ
、
平
成
1
5
年
度
ま
で
の

工
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
こ
と
で
、
ム
フ

回
は
「
キ
ュ
ウ
リ
と

鶏
肉
の
キ
ム
チ
和
え
」

の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
作
り
方

①
キ
ュ
ウ
リ
を
ジ
ャ
バ
ラ
切
り
に
し
、
一
ロ
大
に
し
、

　
2
時
間
位
塩
漬
け
す
る
。

②
鶏
肉
（
サ
サ
ミ
）
を
湯
通
し
し
て
細
か
く
す
る
。

③
青
じ
そ
、
ね
ぎ
を
干
切
り
に
、
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク

　
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

④
塩
漬
け
し
た
キ
ュ
ウ
リ
、
鶏
肉
、
青
じ
そ
、
生
姜
、

　
ニ
ン
ニ
ク
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
キ
ム
チ
の
素
と
混

　
ぜ
ム
ロ
わ
せ
る
。

⑤
そ
う
め
ん
を
少
し
硬
め
に
ゆ
で
水
気
を
切
り
、
塩
、

　
コ
シ
ョ
ウ
、
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
て
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
る
。

⑥
そ
う
め
ん
を
お
皿
に
盛
り
、
そ
の
上
に
キ
ム
チ
と

　
混
ぜ
た
具
を
の
せ
、
干
切
り
に
し
た
ね
ぎ
を
飾
り

　
付
け
て
出
来
上
が
り
。

★
服
部
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
サ
ラ
ダ
油
を
混
ぜ
る
と
、
そ
う
め
ん
が
固
ま
り
ま

せ
ん
。

・
キ
ュ
ウ
リ
を
ジ
ャ
バ
ラ
切
り
に
す
る
と
早
く
塩
漬

け
で
き
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

服
部
ミ
サ
オ
さ
ん
（
田
沢
）

◆
「
キ
ム
チ
和
え
」

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
＝
一
目

　
前
日
の
残
り
の
そ
う
め
ん
や
そ
ば
、

漬
物
の
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
て
も
で
き

ま
す
。
に
ん
に
く
と
生
姜
が
利
い
て
、

ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に
最
高
で
す
。

手
軽
に
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

◆
「
キ
ム
チ
和
え
」
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
（
4
～
5
人
分
）

・
キ
ュ
ウ
リ
…
…
…
…
…
…
5
本

・
鶏
肉
（
サ
サ
ミ
）
…
…
…
…
5
0
9

・
青
　
じ
　
そ
…
…
…
…
…
…
⑩
枚

・
ね
ぎ
（
白
い
所
）
…
…
…
…
5
0
9

・
生
姜
￥
ニ
ン
一
一
ク
…
…
…
…
少
々

・
キ
ム
チ
の
素
…
…
…
…
…
…
適
目
一
里

・
そ
う
め
ん
…
…
…
…
…
…
5
0
9

・
塩
．
コ
シ
ョ
ウ
、
サ
ラ
ダ
油

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
少
々

　
　
　
　
霧

▲暑い時期、ビールのおつまみに最高です
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7
月
2
0
日
㈱
勤
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2

0
0
0
」
が
開
幕
し
、
総
日
間
に
渡
る
ア
ー
欝
イ
ベ
ン
ト
が
ズ
タ
ー
欝
し
ま

し
た
。
9
月
穏
8
⑧
ま
で
の
会
期
中
、
ア
ー
熱
の
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
．
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
の
芸
術
祭
」
の
開
会
式
典
が
開
催

ク
ロ
ス
ー
0
で
　
　
さ
れ
ま
迄

開
会
式
典
開
催
　
　
式
典
で
＋
日
町
地
域
広
域
霧
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
管
理
者
本
田
十
日
町
市
長
は
、
「
大

　
7
月
2
0
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー

ル
で
、
平
山
新
潟
県
知
事
、
筒
井
代

議
士
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
、
広

域
6
市
町
村
関
係
者
、
ア
ー
テ
イ
ス

ト
な
ど
約
7
0
0
人
が
集
ま
り
、
「
大

》
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参
加
し
華
や
か
に
開
幕

地
の
芸
術
祭
は
、
世
界
初
の
山
村
型

国
際
芸
術
展
で
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
、

作
品
数
の
多
さ
か
ら
見
て
も
世
界
で

最
も
注
目
さ
れ
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る

　
を
テ
ー
マ
に
、
芸
術
家
と
地
域
住

　
民
が
協
働
し
て
作
業
を
行
な
い
、

　
さ
ら
に
地
域
の
祭
り
と
連
携
す
る

　
こ
と
で
、
よ
り
情
報
発
信
力
が
高

　
ま
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の

　
芸
術
祭
が
世
界
に
向
け
て
新
し
い

　
風
を
起
こ
し
、
地
域
活
性
化
の
モ

　
デ
ル
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
」

　
と
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
参
加
ア
ー
テ
イ
ス
ト
と

　
作
品
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
、
最
後

　
に
ス
テ
ー
ジ
に
ア
ー
テ
イ
ス
ト
全

　
員
が
上
が
り
、
芸
術
祭
の
成
功
を

　
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
7
月
2
9
日
㈹
、
小
本
章
さ
ん
の
作

品
制
作
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
、
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
裏
の
河
原
で
は
、
石
の
間
に
立

　
響
覇
為
轍
，

　
峰
．

　
　
　
　
作

　
　
　
鵯

　
　
、
鑑

　
　
　
　
▲

　
8
月
1
日
㈹
、
黄
桜
の
丘
で
「
い

ち
ば
ん
長
い
川
」
に
公
募
し
た
高
校

生
の
詩
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
オ
ル
・
オ
ギ
ュ
イ
ベ

さ
ん
か
ら
入
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
オ
ギ
ュ
イ
ベ
さ
ん
が
、
「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
熱
意
と
積
極
的
な
貢
献
に
感
謝
し

て
た
7
本
の
板
に
水
彩
絵
の
具
で
色

を
塗
り
、
時
々
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
覗
き
な
が
ら
制
作
を
行
な
い

ま
し
た
。
仕
上
が
っ
た
作
品
は
、

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
す
と
、
遠
く

の
空
や
山
、
石
と
同
化
し
て
い
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
作
曲
家
の
中
村
滋
延
さ
ん

を
交
え
行
な
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
小
本
さ
ん
の
動
き
を
セ
ン
サ
ー

が
感
じ
取
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

変
換
さ
れ
た
信
濃
川
の
せ
せ
ら
ぎ

や
虫
の
声
が
流
れ
、
そ
の
中
で
制

作
が
行
な
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

所
々
に
置
か
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
に
色

彩
し
て
い
く
と
、
モ
ニ
タ
ー
に
は

一
つ
の
作
品
が
徐
々
に
出
来
上
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
驚

　
　
　
　
　
　
籔

っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

訪
れ
た
子
ど
も
達
も
色
紙
を
使
っ
て

作
品
制
作
の
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲オギュイベさんから記念品の贈呈

て
い
ま
す
。
私
は
常
に
人
々
の
心
に

残
る
よ
う
な
作
品
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
信
濃
川
が
私
た
ち
に
と

っ
て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
こ
の

難
　　鵜麟、

▲子ども達も不思議な感覚を体験

．
鯉
嚢
瀦

環
境
、
自
然
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

い
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
か
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

未
来
は
若
い
皆
さ
ん
の
手
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
を
行
な
っ

た
後
、
女
優
の
真
野
響
子
さ
ん
に
よ

り
入
賞
作
品
の
一
部
が
朗
読
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
は
、
自

分
の
詩
が
刻
ま
れ
た
電
柱
の
前
で
記

念
撮
影
を
す
る
入
賞
者
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
作
品
は
新
潟
県
（
1
7
校
）
と
長
野

県
（
1
1
校
）
か
ら
7
0
0
点
余
り
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
2
5
点
が

選
ば
れ
、
1
8
点
が
電
柱
に
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

平成12年8月10日広報：なかさと7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濃
蕊
喚
藤
し
禽

　
藥
成
翅
年
度
の
保
険
税
率
が
建
記
の
よ
う
に
決

ま
り
豪
し
だ
。
保
険
税
率
ぽ
．
ぞ
の
年
に
箭
測
憲

れ
る
医
療
費
か
ら
国
．
県
の
補
助
金
，
被
保
険
者

が
医
療
機
関
の
窓
口
懸
支
払
う
一
部
負
糧
金
癒
8

を
除
い
彪
部
分
が
保
険
税
と
し
饗
算
出
さ
れ
．
そ

れ
を
基
に
毎
隼
．
保
険
税
簗
が
決
定
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
．
い
つ
病
気
や
ぽ
が
を
し
驚

も
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
轟
る
よ
う
加
識

者
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
．
お
豊
い
に
助
け
含
う

こ
と
を
目
的
に
し
艶
制
度
で
ず
。
こ
の
国
民
健
康

保
険
の
健
全
な
運
営
に
は
．
皆
さ
ん
が
ら
納
め
で

い
彪
だ
く
保
険
税
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
保
険
税
の

納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
婁
。
，

医療保険分（平成12年度）

◆藤得割額　　　　　　　5．25％

◆資産割額　　　　　　　28．00％

◆被保険者均等割　　　　28，000円

◆世帯平等割額　　　　　32，000円

介護保険分（平成12年度）

◆所得割額　　　　　　　　0．55％

◆資産割額　　　　’　　4．鍵騰

◆被保険者均等割　　　　　5，鶏⑧圏

◆世帯平等割額　　　　　3，麗⑧騰

平成12年度国民健康保険税
　　（医療保険分十介護保険分）の計算方法は？

介護保険分（40歳～64歳の人＝第2号被保険者）

顛藤篠割額　雛瀦籔

　（第2号被保険者の総所得一

　　　　　　　基礎控除額）×0．55％

＠嚢産翻額　鶏．鍵騰

　第2号被保険者の固定資産税×4．37％

③被爆険養麹等割額　籔躍囎醐

　第2号被保険者数×5，700円

④繊輪癖等割額．慧蒲⑧鐵周

　一一世帯で3，500円

十

医療保険分

㊥薩得割額　籔．欝鮪

　（被保険者の総所得金額一

　　　　　　　基礎控除額）×5．25％

＠資趨劉額窪雛麟麟

　被保険者の固定資産税×28％

③被保険嚢翻等割 齢，麟⑧⑧岡

　被保険者数×28，000円

⑳撞欝編讐割額　鍵，⑧◎懸闇

　1世帯で32，000円

※介護保険分一世帯の課税限度額は7万円です。※医療保険分一世帯の課税限度額は53万円です。
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『
．
．
．
レ
　
険
．

　
　
　
　
　
　
』
毒
嚇
包
糊
馨

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
制
度
開
始

に
伴
い
4
0
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
に
加
入
す
る
4
0
歳
～
64
歳
の
人
の
国
民
健
康
保

険
税
は
従
来
の
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ

た
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
介
護
保
険
分
は
平
成
1
2
年
度
に
限
り
、
8
月
か
ら
8

期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
）

苓
へ
じ

8
◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篤峯

ぶ　．P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劉

A「
o●

o
）

灘
　
　
憲

璽
獲
⑤

　
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
支
払
う
お
金
は
、
実
際
、
治

療
費
に
か
か
っ
た
総
医
療
費
の
全
額
で
は
な
く
、
2
～

3
割
の
金
額
を
病
院
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
7
～

8
割
は
加
入
し
て
い
る
村
や
組
合
の
保
険
者
が
支
払
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
と
は
思
い
ま
す
が
、
病
院
な
ど
で

は
「
保
険
証
」
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
病
院
な
ど
が
、
皆
さ
ん
が
ど
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
医
療
費
を
正
し
い
請
求
先

に
請
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
の
納
入
が
始
ま
り
ま
す

　
65
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
住
ん
で
い
る
市
町
村
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
よ
っ
て
異
な
る
ほ
か
、

所
得
に
応
じ
て
5
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
年
額
保
険
料
は
、
国
の
特

別
対
策
に
よ
り
通
常
の
四
分
の
一
に
軽

減
さ
れ
、
1
0
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

《中里村の65歳以上の年額保険料》

醗簿蟹分 陥欝度．

軽減される人

生活保護、老齢福祉年金受給

者で世帯全員が村民税非課税
基準額×0．5 3，900円

世帯全員が村民税非課税 基準額×0．75 5，800円

基準額の人 本人が村民税非課税 基準額×1．0 7，700円

割増になる人

本人が村民税課税で合計所得

金額250万円未満
基準額×1．25 9，700円

本人が村民税課税で合計所得

金額250万円以上
墓準額×堆．5 11，600円

◆
保
険
科
の
納
め
方

　
6
5
歳
以
上
の
人
で
、
年
額
1
8
万
円
以

上
の
年
金
受
給
者
は
原
則
的
に
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
人
は
、

個
別
に
村
へ
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
2
年
度
は
、
年
金
該
当
者
は
1
0
月
・

12

月
・
2
月
の
3
回
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
人
は
、
1
0
月
か

ら
3
月
ま
で
の
6
回
現
金
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
ま
す
。

※
今
年
度
の
保
険
料
の
額
と
納
入
方
法

に
つ
い
て
は
、
各
個
人
宛
て
に
8
月
中

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
分
護
サ
ー
ヒ
ス
が
必
暮
に

　
な
つ
た
ら
申
請
手
続
き
を
」

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
役
場
－
階
の
民
生
課
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
役
場
民
生
課
国
民
健
康
保
険
係

　
盈
6
3
－
3
1
1
1
（
内
線
1
2
4
）

平成12年8月10日広報なかさと9



　
梅
雨
も
明
け
、
真
夏
日
の
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
暑
さ

に
負
け
な
い
よ
う
食
事
等
に
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。　

私
達
「
ア
グ
リ
中
里
ゆ
め
く
ら
ぶ
」

は
、
7
月
1
8
日
松
之
山
町
、
松

代
町
に
米
、
野
菜
、
山
菜
加
工
、

販
売
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
松
之
山
な
な
さ
い
グ
ル
ー

プ
の
4
人
の
人
達
は
、
漬
物
加

工
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

取
れ
た
野
菜
は
各
自
塩
漬
け
に

し
て
、
加
工
す
る
と
き
に
村
山

正
美
さ
ん
の
加
工
所
に
持
ち
寄

り
、
七
彩
漬
け
、
し
そ
の
実
、

き
ゃ
ら
ぶ
き
な
ど
の
商
品
を
作

り
ま
す
。
七
彩
漬
け
と
言
う
の

は
、
大
根
、
糸
瓜
、
ナ
ス
、
キ

ュ
ウ
リ
、
み
ょ
う
が
、
し
よ
う

が
、
し
そ
の
実
の
7
種
類
の
野

菜
で
作
り
ま
す
。
試
食
さ
せ
て
も
ら

っ
た
中
で
も
、
七
彩
漬
け
が
甘
味
が

少
な
く
、
一
番
ご
飯
に
あ
う
よ
う
で

し
た
。
出
来
た
商
品
は
松
之
山
温
泉

や
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
自
分
達
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
今
の
商
品
に
す

る
ま
で
、
色
々
と
研
究
・
苦
労
を
重

ね
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
松
代
町
の
J
A
女
性
部
の
皆
さ
ん

は
、
こ
だ
わ
り
あ
ん
ぼ
で
町
の
活
性

化
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
な
が

ら
の
あ
ん
ぼ
で
は
若
い
人
達
か
ら
敬

遠
さ
れ
る
の
で
、
色
々
工
夫
を
重
ね
、

》
松
之
山
町
の
美
人
林

今
の
お
い
し
い
あ
ん
ぼ
を
作
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
材
料
の
米
は
農
協

の
規
格
外
の
米
を
利
用
し
、
精
米
・

製
粉
は
自
分
達
で
や
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
春
に
な
る
と
ヨ
モ
ギ
を
取
り
、

干
し
て
保
存
し
て
お
き
、
も
ど
し
て

使
い
ま
す
。
あ
ん
こ
の
小
豆
は
自
分

達
で
作
っ
た
り
、
近
所
の
人
達
か
ら

買
い
入
れ
ま
す
。
小
豆
の
煮
方
を
色
々

工
夫
し
て
み
た
ら
、
炊
飯
器
で
煮
る

の
が
一
番
良
い
あ
ん
こ
が
出
来
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
具
の
菜
は
、

秋
取
れ
た
大
根
の
葉
を
塩
漬
け
に
し

て
利
用
し
ま
す
。
最
初
は
あ
ん
ぼ
の

皮
が
割
れ
た
り
し
て
、
売
り
物
に
な

ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
中
の
具
の

水
分
を
色
々
工
夫
し
て
い
た
ら
、
今

の
あ
ん
ぼ
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
造
か
ら
販
売
が
軌
道
に
乗
る
ま

芝峠特産加工組合の概要

所梅　蜷
東頸城郡松代町蓬平

盈02559－7－2133

代蓑欝 柳　幸子

参蜘戸数 5人

組織形態 協業組織

設立華欝、 平成6年4月1日

生犠量 「あんぼ」10万個

販　発額 10，000千円

で
、
各
地
の
加
工
所
を
視
察
し
た
り
、

食
品
の
勉
強
を
し
、
ま
た
販
売
は
対

面
販
売
を
し
て
、
お
客
の
好
み
に
合

う
商
品
の
開
発
に
努
力
し
た
そ
う
で

す
。
軌
道
に
乗
っ
た
今
、
明
る
く
い

き
い
き
と
働
い
て
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

鍵
灘
叢
雛
勢
韓
捲
懸

◆
作
璽
方

　
取
れ
立
て
の
洗
っ
た
ピ
ー
ナ
ツ
を

干
さ
ず
に
、
㎜
升
に
つ
き
ひ
と
つ
か

み
の
塩
を
入
れ
、
た
っ
ぷ
拶
の
お
湯

で
3
0
～
4
0
分
間
茄
で
ま
す
。
茄
で
あ

が
っ
た
も
の
を
す
ぐ
に
食
べ
て
も
良

い
し
、
小
分
け
に
し
て
冷
凍
し
て
お

く
と
食
べ
た
い
時
に
い
つ
で
も
食
ぺ

ら
れ
ま
す
。

，
お
や
つ
に
も
酒
の
つ
ま
み
に
も
最

高
で
ず
。
未
熟
の
豆
憲
も
変
わ
鰯
な

く
利
網
餐
き
ま
ず
。

難
霧
綴
爾
鞭
ー
灘
灘
馨
覆

繋
雛
鐵
灘
競
鱗
萎
撰

　
毎
厨
出
来
異
合
は
違
い
ま
す
が
、

晦
日
に
は
年
越
し
そ
ぱ
を
、
冬
の
間

に
は
何
回
か
手
打
ち
そ
ば
を
作
り
ま

す
。◆

材
料

　
そ
ば
粉
一
升
に
つ
き

・
ふ
の
瑠
…
…
…
…
…
…
・
D
翻
9

・
山
ご
ぼ
う
…
鎌
…
…
…
…
少
々

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

東
京
セ
ブ
ン
ロ
ー
ズ
　
井
上
ひ
さ
し

薬
子
の
京
（
み
や
こ
）
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
和
子

縮
尻
鏡
三
郎
　
上
　
　
　
佐
藤
雅
美

朝
子
生
命
の
か
け
橋
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
澤
洋
一

幾
世
の
橋
　
　
　
　
　
沢
田
ふ
じ
子

レ
ク
イ
エ
ム
　
　
　
　
　
篠
田
節
子

大
人
に
な
っ
た
の
び
太
少
年

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
ミ
シ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
清
剛
、

い
よ
よ
華
や
ぐ
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

イ
ン
ト
ゥ
ル
ー
ダ
ー
　
　
，
高
嶋
哲
夫

お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
西
達
也

青
年
社
長
　
上
・
下
　
　
　
高
杉
良

元
禄
練
乱
　
中
　
　
　
　
中
島
丈
博

森
恵
美
子
の
手
づ
く
り

　
　
楽
し
い
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
恵
美
子

草
原
の
椅
子
　
下
　
　
　
　
宮
本
輝

「
豚
」
の
人
生
「
人
間
」
の
人
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
信
彦

言
葉
の
レ
ッ
ス
ン
　
　
　
　
柳
美
里

少
な
い
モ
ノ
で
ゆ
た
か
に
暮
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
原
照
子

ガ
ー
ラ
ン
ド
の
瞳
　
　
郡
司
な
な
え

い
い
お
へ
ん
じ
で
き
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
裕
一

ど
ん
ど
ん
橋
、
落
ち
た
　
綾
辻
行
人
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社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

◆
募
集
職
種
・
人
員

　
精
神
障
審
者
入
所
授
産
施
設

　
　
　
　
　
　
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
作
業
指
導
員
　
2
名

◆
受
験
資
格

①
昭
和
翻
年
4
月
2
臼
以
降
生
ま
れ
の
者
欝
、
作
業
療
法
士

　
の
圏
家
資
格
を
有
す
る
者

②
昭
和
菊
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
．
精
神
保
健
福

　
祉
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
受
験
資

　
格
を
有
じ
て
い
る
者

③
棄
田
町
広
域
行
政
圏
に
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、
通
勤
可

　
能
な
者

◆
必
要
書
類

⑱
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
に
あ

　
鰯
ま
す
〉

②
卒
業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証
明
書

③
運
転
免
許
証
の
写
し
及
び
資
格
に
関
ず
る
証
明
書
の
写
し

④
返
信
用
封
筒
に
8
◎
円
切
手
を
貼
り
、
串
込
者
の
住
所
．
氏

　
名
を
記
入
し
た
も
の

◆
試
験
日
時
　
9
月
紛
田
㈱
　
午
前
憩
時

◆
試
験
会
場

　
畜
臼
町
帯
塚
原
町

　
　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
鑑
ン
鰹
ル
妻
有

◆
試
験
科
圏
　
一
般
教
養
試
験
及
び
面
接

◆
採
用
解
定
日
　
平
成
繊
年
蘭
月
羅
獺
㈱

◆
受
癒
期
聞

　
＄
蝿
薙
霞
㈱
～
8
月
綴
瞬
㈱
　
華
前
纏
時
霧
華
後
鑛
時

　
燃
圭
・
臼
曜
霞
・
魏
田
を
除
護
》

◆
串
込
み
・
聞
合
せ
先

　
華
9
4
9
…
8
5
2
鑛

　
牽
瞬
町
市
大
掌
新
霧
乙
護
9
5
1
欝

　
　
社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会
　
盈
轟
8
i
2
G
5
◎

◆
入
学
願
書
受
付
　
平
成
1
3
年
3
月
2
6
日
㈲
ま
で

◆
募
集
定
員
（
全
日
制
）

　
シ
ス
テ
ム
設
計
科
5
0
名
（
2
年
）
　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
1
0
名
（
1
年
）

　
O
A
秘
書
科
1
0
名
（
1
年
）
　
情
報
処
理
技
術
研
究
科
5
名
（
1
年
）

◆
入
学
選
考
日

　
1
0
月
1
日
㈲
∵
1
1
月
5
日
㈲
・
1
2
月
3
日
⑭
∵
1
月
2
8
日
個
∵

　
2
月
2
5
日
佃
・
3
月
1
2
日
㈲
・
2
3
日
樹
・
3
0
日
樹

◆
学
校
説
明
会

　
8
月
1
2
日
㈲
・
2
6
日
㈹
・
9
月
9
日
出
・
1
6
日
㈹
・
2
3
日
㈹

　
以
後
随
時

◆
資
料
請
求
先

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
i

　
〒
9
4
7
1
0
0
2
6
　
小
千
谷
市
上
ノ
山
4
－
4
1
2

　
　
　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）
盈
0
1
2
0
－
4
0
5
0
7
0

国勢調査は、9月下旬から10月上旬にかけて、r国勢

調査員証」を携帯した国勢調査員が世帯を訪問し、直

接、調査票を配布・取集する方法により行います。

国勢調査と称して、世帯の家族構成や会社の従業員

の氏名などを電話で照会する「かたり調査」にご注意

ください。

不審な電話には即答せず、相手の名前や電話番号な

どを聞き、お住まいの市区町村の国勢調査担当までご

連絡ください。

総務庁統計局

新　潟　県
中　里　村

ゆ
だ　　へ

凱6、6

’凱㊥∈麟鯵

平成12年7月の入札結果
薫　　　事　　　名 場　　所 工事　費 講　負　業　者

貝野地区配水管布設替工事（9・10工区） 宮　　中 2，940，000円 大隆建設株式会社
貝野地区配水管布設替工事（11・12工区） 宮　　．中 1，575，000円 有限会社富井電気
管渠実施設計委託 倉　　俣 4，095，000円 中日本建設コンサルタント㈱

村道荒屋田沢線消雪パイプ工事 桂 26，250，000円 越後交通工業株式会社
林道中魚沼丘陵線用地測量委託 堀之内・本屋敷 2，625，000円 株式会社十日町測量
村道荒屋田沢1号支線改良工事 干　　溝 4，200，000円 大村建設株式会社
除雪ドーザ13t級購入 19，425，000円 北越テイ・シー・エム㈱

村道如来寺大原線側溝補修工事 如来寺 9，712，500円 有限会社滝沢重機
普通林道新屋敷線開設工事 新屋敷 31，500，000円 高幸建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（3工区） 芋　　川 10，500，000円 有限会社正喜屋建設工業

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（5工区） 芋　　川 22，050，000円 株式会社三高土木
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（6工区） 芋　　川 11，760，000円 有限会社滝沢重機
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（15工区） 倉　　俣 5，355，000円 株　式　会　社　中　澄

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（02工区） 芋　　川 5，932，500円 有限会社宗家土建
倉俣芋川地区配水管布設工事（2工区） 芋　　川 13，440，000円 有限会社倉俣住宅設備
倉俣芋川地区配水管布設工事（3工区） 芋　　川 2，352，000円 有限会社富井電気

11 広報なかさと　　平成12年8月10日



團国固回

講

林和輝くん（1歳）⑭
正樹・ゆかりさん夫妻の長男（山崎）

　最近少しずつ歩けるようになって

きた和輝くん。ただいま歩行の特訓

中です。お家の旅館のホール全体が

遊び場で、目につくもの何でもおも

ちゃになってしまいます。また、機

嫌がいいと鼻歌も飛び出し、笑顔で

お客さんをお出迎えもしてくれます。

　マラソンの好きなお父さんは、和

輝くんにr正月の箱根路を走ってほ

しい。」と、お母さんはr健康で￥き

なって瞬醗鐙鑓繹話醗繭瞼ました。

介
護
糞
援
專
闘
員

　
　
実
務
研
修
受
講
試
験

◆
日
時

　
1
1
月
1
2
日
旧
午
前
1
0
時
～
正
午

◆
会
場

　
上
・
中
・
下
越
地
域
に
設
置
し
た

会
場
（
受
験
票
に
記
載
さ
れ
ま
す
）

◆
受
験
資
格

　
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す
る
国

家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の
業
務
で
5

，
年
以
上
の
従
事
経
験
が
あ
る
者

◆
受
験
願
書
配
布

　
8
月
1
0
日
困
～
9
月
2
0
日
困

◆
願
書
取
り
寄
せ
万
法

　
直
接
次
の
場
所
に
お
出
で
に
な
る

か
、
郵
送
（
2
7
0
円
切
手
を
貼
付

し
た
A
4
版
入
る
角
2
ザ
イ
ズ
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
）
に
よ
り
依
頼

◆
願
書
取
扱
場
所

　
新
潟
県
庁
　
高
齢
福
祉
保
健
課
介

護
保
険
室
（
1
2
階
）

◆
受
験
申
込
み
期
間

　
9
月
1
日
囲
～
9
月
2
0
日
㈱

◆
申
込
み
方
法

　
郵
送
（
簡
易
書
留
）
又
は
持
参

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
0
新
潟
県
庁

　
高
齢
福
祉
保
健
課
介
護
保
険
室

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
2
5
2
7
・
2
5
2
8
）

息
ら
慈
窃
穣
教
室

◆
日
時

・
O
月
6
日
困
　
午
後
1
時
～
4
時

・
9
月
2
0
日
困
　
午
後
1
時
～
4
時

・
1
0
月
4
日
困

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

◆
場
所

　
十
日
町
身
体
障
害
者

　
　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

◆
対
象
者

　
肺
気
腫
、
気
管
支
喘
息
、
じ
ん
肺
、

肺
結
核
後
遺
症
者
な
ど
で
、
息
切
れ
、

咳
、
疾
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方

◆
内
容

　
肺
機
能
検
査
、
肺
の
病
気
に
つ
い

て
の
医
師
の
講
話
や
個
別
相
談
、
理

学
療
法
士
に
よ
る
呼
吸
法
の
講
話
と

実
習
、
日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に

つ
い
て
の
講
話
と
昼
食
会
、
参
加
者

同
士
の
座
談
会
、
保
健
婦
の
生
活
指

導
や
相
談
な
ど

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課

　
「
息
ら
く
ら
く
教
室
」
担
当
者

　
　
　
　
　
　
盈
5
7
－
2
4
0
0

禁
煙
驚
ー
嚢

＝
ン
ク
婁
撫
継
晶
募
集

◆
応
募
資
格

　
県
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
及
び
一
般
の
方

◆
応
募
の
き
ま
り

・
テ
ー
マ
「
そ
の
1
本
み
ん
な
の
命

　
け
ず
ら
れ
る
」
を
日
本
語
で
作
品

　
の
中
に
盛
り
込
む

・
大
き
さ
は
、
画
用
紙
八
ツ
切
横
（
縦

　
2
6
・
5
㎝
×
横
3
8
㎝
）
と
し
、
用

　
紙
、
画
材
、
色
彩
は
自
由

・
作
品
の
裏
面
に
小
・
中
・
高
校
生

　
は
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、
年
齢

　
を
、
一
般
の
方
は
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
す
る

◆
締
切
り

　
9
月
5
日
ω
℃
　
当
日
消
印
有
効

◆
表
彰
（
各
部
門
ご
と
）

・
最
優
秀
賞
（
1
点
）

　
　
　
　
　
　
　
賞
状
及
び
記
念
品

・
優
秀
賞
（
2
点
～
3
点
）

　
　
　
　
　
　
　
賞
状
及
び
記
念
品

・
佳
作
（
1
0
点
程
度
）

　
　
　
　
　
　
　
記
念
品

◆
送
付
先
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
0
1
8
5
7
0
　
新
潟
県

　
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課
健
康
増

　
進
係

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
嬢

講
場
　
　
鵡

鞭
騨
　
灘

～
　
と
　
　
　
チ
品

時
　
　
さ
上
　
　
　
ー
鍵

絶
合
か
以
鯛
　
ζ
華

前
集
な
生
⑧
　
度
豪

午
分
ン
学
5
　
程
位

　
0
藩
申
　
数
ム
3

賜
．
．
、
難
灘
葎

　
　
　
　
　
　
　
　
O

月
午
　
　
加
加
桑
養

　
　
◆
◆
◆
◆

　
B
O
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
内
線
2
6
5
9

計
画
軽
涜
通
蓼
襟
届
け

出
が
必
．
要
鞭
繍
騨

　
生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
に

直
接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
食
糧

事
務
所
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
、
米
の
流
通
量
や

流
通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
、
届
け
出
用
紙
は
農
協
や

市
町
村
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
や
F
A
X
に
よ
る
届
け

出
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
届
け
出
・
問
合
せ
先

　
十
日
町
市
下
川
原
4
4

　
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所

　
　
　
（
担
当
　
羽
鳥
・
小
宮
山
）

　
盈
5
7
1
6
5
2
1

　
　
　
m
5
7
1
6
5
2
2

）
　
　
み
だ

時
緬
前
所
資
費
チ
3
品
み

日
紬
※
場
参
参
募
先
賞
串
名
周
さ
締
申
箋
軍

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
◆◆串込み方法

　名前、年齢、住所、電話番弩を爾込

　周紙に記入し、FAXまたは郵送してく

　さ雛o

◆締切0　繍月30臼㈹

◆申込み・閻合せ先

　箋難ンなかさ蓬3繍3実行委輿会

　軍鱗匪85㎝繍璽村弐字輿野宮繭

　饗63鱗韻1　議X総鱗躍7

12



圏闘圏圏

糠｛山本驚肇｝山崎

舗｛柳黍美攣｝田中

漸｛山哩喜｝芋沢

圏灘圃，藍

｛鈴木克巳　下　山
谷　　忠霞　中　国

齋藤大馨（88）本屋敷

南雲ミワ（56）干　溝

斉藤定雄（80）通り山

富井　　光（77）市之越

樋口宗秋（68）白羽毛

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

欝月の納税と振替目

　◆応はス※◆ホ　◆◆◆　◆◆◆　　◆r
熱窪募1’衰｝藷去穿睾雲葦暫客霧驕箔角閣学

県み際’術M費ペン資締人ホ
立・に5評L　 iド格切数1

ウ
ズ
を
扱
え
る
方
で
、

ジ
を
作
り
た
い
方

3
、
0
0
0
円

ポ
ケ
ツ
ト
リ
フ
ァ
レ
ン

論
社
）
を
お
持
ち
の
方

O
O
円
に
な
り
ま
す
。

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

津
南
高
等
学
校

ム
ペ
ー
ジ
を
作
る

　
3
0
名
（
先
着
順
）

　
8
月
2
5
日
樹

枢
日
ω
℃
～
1
0
月
12
日
困

火
曜
・
木
曜
の
2
回

　
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分

　
津
南
高
校
情
報
処
理
室

校
開
赦
講
座
」
開
催

■村県幾税、18月3擁圏）

■国保・税綿月斜圖）
■保　　 育　　料　　⑱月釧臼1

■国民年金　（8月25日1

■上下水道　（8月25副

　
盈
6
5
1
2
0
6
2

　
剛
6
5
1
3
6
9
0

2
0
0
秘
難
験

　
　
　
ク
欝
羅
簗
鐵
教
室

◆
日
時

　
8
月
2
9
日
ω
り

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容
　
　
「
手
作
り
パ
ン
教
室
」

　
フ
ォ
ツ
カ
チ
ャ
、
グ
リ
ツ
シ
ー
二
、

　
簡
単
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
ペ
イ
ザ

　
ン
ヌ
ス
ー
プ

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
i

　
盈
5
2
1
3
1
0
7

交逓蕾哉の備報
縫難糊錘獺辮鞭灘麟灘灌

25件●交通事故件数

●死

●傷

者

者

1人

●死亡事故ゼロ

29人

55日

◆受付期間8月15日（火）～9月4日（月）

◆第1次試験日・第1次考査日　9月24日（日》　　　　　　　・

◆職種・採用予定人員等

・新潟県職員中級……診療放射線技士（1人）、栄養士（1人）

・新潟県職員初級……一般事務（10人程度）、警察事務（8人程度）、

　　　　　　土木（1人）、農業土木（1人）
・小中養護学校事務職員……学校事務職員（5人程度）

・小中養護学校栄養職員……学校栄養職員（若干人）

・新潟県職員（看護職員）……助産婦上級、看護婦中級、看護士中級

　　　　　　　　（全職種あわせて40～80人程度）
◆問合せ先

・新潟県職員中級・初級、養護学校事務職員、養護学校栄養職員

　　新潟県人事委員会事務局　総務課任用係

　　EO25－280－5538（直通）
　　盈025－285－5511（内線3584・3585）
・新潟県職員（看護職員）

　　新潟県病院局　総務課職員係

　　盈025－280－5554（直通）
　　盈025－285－5511（内線3665・3669）

i【訂正ζお詫禰　7月25日鱈砿報なかさと」お知らせ版の中で、8矧6日i
の

i鯨午後8臆網0蜷談で、丑一モール駐車場で総スペインダイサイレ中望村i

i公演滋開催と掲載じまじた慧華後9時菊分～栂時まで欝スペインサルダーi

iナダンス披露灘の誤りでした。訂正してお詫びいたします。，　　　　　　1

13 広報なかさ’と　　平成12年8月10日



4月15日～◎月5百＼＼

カレン．ダー

…
…
i15（火》

清田山自然運動公園まつり　合清田山自然i
運動公園　㊤10：00～14二30
ゆくら妻有にじますつかみ取り大会　合ゆi・
くら妻有　（D11：00～14：00

…i…16㈱

大民謡流し　合ユーモール裏村道
（！）20：00～21：40

スペインサルダーナダンス披露　合ユーモi…
一ル駐車場　021二40～22二〇〇
補聴器相談（リオン）　合役場
（！）13二45～14：00、

117休）

118囲
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス・
セン’ター　013：30～16二〇〇

1…19仕）

120（日）

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ー辺し　　㊤11：00～11二40

岩崎永人　竹の楽団ライブ合清津峡渓谷1
トンネル　（D15二〇〇～16：00

・21（月）

1、22㈹

三種混合　合保健センター
∈）14：00～14二30受付

遊びの教室　合総合センター
09二30～10二〇〇受付

…23㈱

i…24休）

i25囲
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ『
スセンター　013：30～16：00
行政相談　合老人福祉センター
（D13二30～16二〇〇

i26仕）

F27（日）

ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ1
一辺レ　　（！）11二〇〇～11二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール
（D19：30～

・28（月）

胃がん検診・大腸がん検診　合倉俣集落開li
発センター　（∋7：30～10：00受付
補聴器相談（キコエ）　合役場
（1）15：30～16二〇〇

i29㈹
130（水）

i31休） 胃がん検診・大腸がん検診　合重地構造改…・i

善センター　07：30～10：00受付

1囲

胃がん検診・大腸がん検診　合清津峡小学ii…i

校体育館　（D7：30～10二〇〇受付

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービスlli
セ！ンター　（913：30～16：00

2（土） 東田尻「風祭り」合田尻の川原　015二〇〇～ii…

3（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi萎i
一辺レ　　011二〇〇～11：40

4（月）

5㈹ なかさとトキメキ大学　合総合センター
㊦19二30～

鶴繊

7月末現在（）は前月比

男3，269人（十1）

女3，274人（一3）

計6，543人（一2）
　　1，711　（十2）

●人ロ

●世帯数

◆日　時9月24日（日〉午前9時30分会場集合

　　　　　　つつじコース　10時16分スタート

　　　　　　苗　場コース　10時16分スタート

◆会　　場十日町カントリークラヌ

◆競技方法　新ペリア方式、オール6インチ、

　　　　　女性レデイステイ使用

◆定　　員　48名（先着順）

◆申込締切　9月8日囲

◆表彰式及び懇親会　午後6時から

◆会　　費　参加費　3，000円（ヌレー代別）

　　　　　懇親会費　2，000円
◆申込み・問合せ先

　中里村教育委員会生涯学習課　E63－4478・4460

◆募集作品

①信濃川、魚野川、大河津分水路及びそれらに注ぐ川で撮影さ

　れたもの。

②未発表のものに限り1人3点以内とし、アマチュアに限る。

③サイズはキャビネ版以上、四つ切りまで。組み写真は除く。

◆募集期間　8月1日（火）～11月15日㈱．

◆表　　彰

・最優秀賞　1点　賞状、副賞（5万円相当）

・優秀賞2点賞状、副賞（3万円相当）
・㈹北陸建設弘済会理事長賞

　　　　　　1点　賞状、副賞（3万円相当）

・入 選6点賞状、副賞（5千円相当）
◆応募先・問合せ先

　〒940－0861　長岡市川崎町2249－1
　社団法人北陸建設弘済会　長岡支所　担当：棚橋

　　　　　　　　　　　　　　EO258－32－3484
（新潟県カメラ商組合加盟店店頭にポスター掲示してあります）

8／13 たかき医院弾箭謝
＝
、・8／20

儒
葭

本町クリニツク響匙耐溜

8／27 小林内科医院響箭縛

　
毎
日
暑
い
日
が
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き
、
食
べ
物
も

あ
ま
り
の
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を
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ら
ず
、
少
々
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バ

テ
気
味
か
な
、
な
ん
て
人
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
暑
さ
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つ
ま
で
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で
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か
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夏
休
み
も
半
分
終
わ
り
ま
す
。
子

ど
も
達
の
宿
題
は
、
は
か
ど
っ
て
い

ま
す
か
？
自
分
も
子
ど
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頃
、
宿

題
そ
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ち
の
け
で
日
が
暮
れ
る
ま
で
、

毎
日
遊
ん
で
ば
か
り
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て
親
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れ
て
い
た
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う
な
気
が
し
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す
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
夏
休
み
も
ふ
と

気
が
つ
く
と
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
宿
題
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
？
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